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Pick Up

　

日
本
百
名
山
に
数
え
ら
れ
る
秀
峰

磐
梯
山︵
１
８
１
６
m
︶の
第
69
回

山
開
き
が
５
月
24
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
候
と

な
り
ま
し
た
が
、
登
山
者
た
ち
は
猪

苗
代
、
翁
島
、
川
上
、
八
方
台
、
裏

磐
梯
の
５
カ
所
の
登
山
口
か
ら
山
頂

を
目
指
し
ま
し
た
。
山
頂
に
は
霧
が

広
が
り
、
絶
景
は
望
め
な
か
っ
た
も

の
の
、
登
山
者
た
ち
は
時
折
聞
こ
え

る
鳥
の
さ
え
ず
り
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
、
山
道
に
咲
く
ム
ラ
サ
キ
ヤ
シ
オ

や
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
な
ど
を
眺
め
、
登

山
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

猪
苗
代
登
山
口
で
は
安
全
祈
願
式

典
が
行
わ
れ
、
関
係
者
ら
が
シ
ー
ズ

ン
中
の
無
事
故
を
祈
願
。
各
登
山
口

で
は
、
記
念
の
ペ
ナ
ン
ト
な
ど
が
配

布
さ
れ
た
ほ
か
、
山
頂
手
前
の
弘
法

清
水
で
は
臨
時
の
青
空
郵
便
局
が
開

設
さ
れ
、
記
念
は
が
き
も
配
ら
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
猪
苗
代
観
光
協
会

に
よ
る
自
然
環
境
保
護
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
募
集
も
行
わ
れ
、
最
優
秀

作
品
は
来
年
の
記
念
ペ
ナ
ン
ト
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
使
用
さ

れ
ま
す
。

　

山
頂
で
は
、
会
津
若
松
市
か
ら
同

僚
３
人
で
訪
れ
た
山
内
真ま

実み

さ
ん
、

鈴
木
元げ

ん

気き

さ
ん
、
山
田
陸り

く

斗と

さ
ん
が

「
あ
ま
り
登
山
の
経
験
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ほ
か
の
人
と
の
交
流
や
登
り

き
っ
た
時
の
達
成
感
を
味
わ
え
た
の

で
登
っ
て
良
か
っ
た
で
す
」
と
笑
顔

で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

雨の中、登山者ら
自然を満喫

「子どもたちにもこの達成感を味わってほしい」と
話した、小学校で教員を務める（左から）山内さん、
山田さん、鈴木さん

今月の話題

今月の表紙
町内２つの小学校の運動
会は５月 23 日、晴天の中、
各会場で行われました。写
真は、猪苗代小学校の上学
年リレーでアンカーを務め
た６年生の神田千

ち
尋
ひろ

さん。
首位でバトンを受け取ると、
そのまま勢いよくゴールま
で駆け抜け、首位を守り切
りました。

【撮影日】５月 23 日
【撮影場所】　猪苗代小学校

「来年は山開きの日に一緒に山頂まで
登って、景色を見ようね」と息子宛ての
はがきをポストに投函する横山由

ゆ
紀

き
さん

（喜多方市）

ios 用 Android 用

LINE や メ ー ル
で町から情報を
配信しています。
ぜひ登録を！

「今年も１年間、健康で過
ごせますように」と願いを
込めた自分宛てのはがきを
ポストに投函する伊藤さん

（郡山市）

山頂の三等三角点
　　　　　「磐梯」

登山道沿いに咲く
ミズバショウ

山頂手前の弘法清水は霧に覆われ、周
囲は真っ白な景色となっていました

分岐点に設置されている
道標
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５
月
23
日
、
町
内
２
つ
の
小

学
校
で
運
動
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
児
童
ら
は
、
徒
競
走
や
玉

入
れ
、
綱
引
き
な
ど
の
種
目
に

全
力
で
取
り
組
み
、
会
場
に
は

大
き
な
歓
声
が
響
き
ま
し
た
。

　

応
援
に
訪
れ
た
家
族
や
卒
業

生
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
笑

顔
で
あ
ふ
れ
る
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

町
内
小
学
校

運　
動　
会

▼
各
校
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

【
猪
苗
代
小
】

「
最
協
！
猪
小
っ
子
！

心
を
一
つ
に
全
力
で

羽
ば
た
け
！
」

【
猪
苗
代
第
二
小
】

「
夢
に
向
か
っ
て

元
気
い
っ
ぱ
い

運
動
会
！
」

猪苗代
小学校

猪苗代第二
小学校
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まちのわだい
TOWN  TOPICS

懇親会最後に会津磐梯山を踊り交流を深めました

受賞を報告した渡部理事長（左から２人目）。鈴木
正
ま さ

晃
あ き

理事（右）と遠藤勇
ゆ う

樹
き

事務局長（左）が同席

総会に出席した会員の皆さん

地元のグルメなどが出店されたマルシェ

東京猪苗代町民会、最後の集い

　首都圏などに住む猪苗代町出身者でつくる東京猪苗代町民会
総会・懇親会は５月９日、東京都千代田区にある主婦会館プラ
ザエフで開かれ、町からは二瓶盛一町長や長澤操議長、神田功
猪苗代観光協会長ら 20 人が出席しました。
　同会は、本町出身者と本町にゆかりのある人々が首都圏で交
流を深め、ふるさと猪苗代との絆を育むことを目的として平成
２年に設立。会員相互の親睦を図るとともに、猪苗代町の発展
に寄与することを理念に活動を続けてきました。設立以来、毎
年開催される総会・懇親会をはじめ、会報誌「天鏡」の発行な
どを行ってきました。懇親会では、ふるさとを懐かしみながら
世代を超えた交流が行われ、会員同士の親睦の場としても大き
な役割を果たしてきました。
　近年、会員の高齢化や会員数の減少に加え、新規加入者も少
なく、会の存続が危ぶまれていましたが、今回の総会で解散と
なりました。最後となった懇親会では、出席者全員で会津磐梯
山を踊り、盛り上がりの中、長年の活動に幕を下ろしました。
　二瓶町長は、「解散は残念ですが、今後は町外にいても本町
に関心を寄せてくださる皆さんとつながりを持ち続けられる体
制づくりを検討していきます」と話しました。

首都圏で猪苗代との絆を育む

二瓶町長から賀詞を受ける土屋さん（左）

農林水産大臣表彰に輝く
第 67 回全国土地改良功労者等表彰
　土地改良事業の推進や土地改良区の運営に功績のあった団体・
個人を表彰する「全国土地改良功労者等表彰」において、猪苗代
町土地改良区が農林水産大臣表彰に輝きました。４月 23 日には、
渡部長

なが

昭
あき

理事長らが町役場を訪れ、二瓶盛一町長に受賞を報告。
農地の区画を拡大し汎用化を図ったことや、多面的機能の維持・
発揮を共同で図るため、複数の集落からなる「猪苗代町広域活動
組織」の設立に取り組んだことなどが評価されました。

園児がこいのぼりでお出迎え
あいづＳＡＴОＮОを歓迎

ホームで乗客に手を振る園児ら

　ひまわりこども園の園児たちは４月 28 日、ＪＲ磐越西線の郡
山－喜多方駅間を運行する臨時列車「あいづＳＡＴＯＮＯ」の乗
客を猪苗代駅で歓迎しました。
　大型観光企画「ふくしまデスティネーションキャンペーン（Ｄ
Ｃ）」を盛り上げようと、園児たち約 100 人がホームに並び、手
作りのこいのぼりでお出迎え。ほほ笑ましいおもてなしに、列車
の乗客は笑顔で手を振って応えていました。

地域防災への士気高める

きびきびとした動きで分列行進する団員ら

春季検閲に消防団員ら 330 人が参加
　町消防団春季検閲は４月 29 日、猪苗代小学校校庭で行われ、
参加した消防団員ら約 330 人が、防火の決意を新たにしました。
　検閲前には各分団が内点検を実施。検閲では、二瓶盛一町長が
検閲官を務め、関係者らとともに団員の服装や規律訓練を確認し
ました。規律訓練では、各団員らが日ごろの訓練の成果を披露。
二瓶町長が講評と訓示をし、林部隆義団長があいさつしました。
また、各種表彰も行われました。

シダレザクラ植樹し友好深める

　日本とポーランドの友好親善を願う「国際親善さくらの記念植
樹祭」は４月 28 日、ホテルリステル猪苗代で行われ、関係者が
シダレザクラの苗木を植樹しました。式典では、実行委員会の鈴
木 長

ちょう

治
じ

委員長や在日ポーランド大使館のエヴァ・ピルキェヴィッ
チ副領事らがあいさつし、両国の交流をさらに深めていくことを
誓いました。記念植樹は、1998（平成 10）年から開催しており、
今回で 22 回目となりました。

国際親善さくらの記念植樹祭

シダレザクラの苗木を植樹する関係者ら

たこ坊主市で温泉街にぎわう

　中ノ沢温泉まるしぇ「たこ坊主市」は５月５日、中ノ沢温泉街
で開かれ、多くの来場者でにぎわいました。会場では、こけしの
販売や絵付け体験が行われたほか、地元グルメや地場野菜も販売
され、訪れた人たちは買い物や体験を楽しみました。このイベン
トは、これまでの桜祭りをリニューアルしたもので、地域の伝統
文化である中ノ沢こけしの魅力発信と温泉街の活性化を目的に、
町商工会青年部が開催しました。

桜祭りをリニューアル

土屋勇さんが 100 歳に

　５月 16 日に 100 歳の誕生日を迎えた土屋勇
いさみ

さん（壺下）への
賀寿贈呈式は５月 19 日、いなわしろホームで行われ、家族らが
長寿を祝いました。二瓶盛一町長が、県からの知事賀寿、町から
の賀詞と敬老祝金を手渡した後、施設から花束が贈られました。
　土屋さんは「相撲が好きで、テレビ中継を楽しみにしています」
と話してくれました。土屋さん、いつまでもお元気にお過ごしく
ださい。

長寿を祝い、賀寿などを贈呈
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読
書
環
境
の
向
上
に
貢
献

　

令
和
８
年
度
「
子
供
の
読
書
活

動
優
秀
実
践
校
・
園
、
図
書
館
、

団
体︵
個
人
︶」
に
お
い
て
、
猪
苗

代
町
の
図
書
歴
史
情
報
館︵
和
み

い
な
︶が
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
子
ど
も
の
読
書

活
動
推
進
に
向
け
、
優
れ
た
取
り

組
み
で
地
域
の
読
書
環
境
向
上
に

貢
献
し
た
図
書
館
な
ど
に
文
部
科

学
大
臣
が
授
与
す
る
も
の
で
す
。

今
回
の
受
賞
は
、
長
年
の
読
書
習

慣
形
成
と
読
書
環
境
づ
く
り
へ
の

取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も

の
で
す
。

和
み
い
な
の
概
要

　

和
み
い
な
は
、
図
書
館
と
歴
史

情
報
室
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
の
開
館
以
来
、
図
書
館

で
は
新
刊
や
話
題
の
本
、
来
館
者

か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
本
な
ど
を
毎

月
購
入
し
、
現
在
の
蔵
書
数
は
約

４
万
９
千
点
。
館
内
に
は
、
閲
覧

や
学
習
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
が
多

く
確
保
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
飲
食

可
能
な
喫
茶
ラ
ウ
ン
ジ
も
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

歴
史
情
報
室
で
は
、
遺
跡
の
発

掘
調
査
や
資
料
調
査
に
よ
っ
て
明

ホットニュース

ら
か
に
な
っ
た
町
の
歴
史
に
つ
い

て
、
資
料
や
パ
ネ
ル
、
映
像
な
ど

を
用
い
て
分
か
り
や
す
く
紹
介
し

て
い
ま
す
。

読
書
活
動
の
推
進
と

図
書
館
の
役
割

　

図
書
館
で
は
、
乳
幼
児
期
に
お

い
て
10
カ
月
健
診
時
の
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
や
読
み
聞
か
せ
会
を
実
施

し
、
親
子
で
本
に
親
し
む
機
会
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
ど
も
園
や

児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
連
携
し
た
読
み
聞
か
せ
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
支
援
事
業
で
は
、
調
べ
学

習
支
援
や
図
書
館
見
学
の
受
け
入

れ
な
ど
を
行
い
、
児
童
生
徒
が
本

に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、「
猪

苗
代
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」
や
季
節

の
お
は
な
し
会
な
ど
、
多
彩
な
事

業
を
通
し
て
、
幅
広
い
世
代
の
読

書
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、

和
み
い
な
は
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ

ん
が
本
を
身
近
に
感
じ
、
生
活
に

読
書
を
取
り
入
れ
る
き
っ
か
け
と

な
る
場
所
を
目
指
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
来
館
く

だ
さ
い
。

スクールトピックス

地域おこし協力隊

松田   恭
き ょ う

平
へ い

さん

私たちが地域を元気に！

主な活動内容：移住・定住、空き家対策など

　

猪
苗
代
町
に
移
住
し
て
か
ら
、
早
い

も
の
で
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。
最
初
は

町
の
こ
と
を
知
る
だ
け
で
精
一
杯
で
し

た
が
、
こ
の
１
年
で
少
し
ず
つ
顔
な
じ

み
も
増
え
、
あ
い
さ
つ
を
交
わ
せ
る
人

も
増
え
て
き
ま
し
た
。
移
住
相
談
へ
の

対
応
や
空
き
家
の
調
査
な
ど
、
地
道
な

活
動
を
続
け
る
中
で
、
町
の
こ
と
を
よ

り
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
１
年
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
大
き
な
成
果
と

い
え
る
段
階
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少

し
ず
つ
前
に
進
ん
で
い
る
実
感
も
あ
り

ま
す
。

　

猪
苗
代
の
四
季
を
一
通
り
経
験
し
、

ア
ウ
ト
ド
ア
好
き
の
自
分
に
と
っ
て
は
、

改
め
て
「
移
住
し
て
よ
か
っ
た
」
と
感

じ
る
１
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
移
住
前

に
は
想
像
し
て
い
な
か
っ
た
景
色
や
空

気
感
に
触
れ
る
た
び
、
今
で
も
新
鮮
な

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

２
年
目
は
、
移
住
を
考
え
て
い
る
人

に
「
猪
苗
代
に
来
て
み
た
い
」
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
ま
た
、
移
住
し

た
人
に
「
来
て
よ
か
っ
た
」
と
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
見
か
け
た
際
は
、
ぜ

ひ
気
軽
に
声
を
掛
け
て
い
た
だ
け
る
と

嬉
し
い
で
す
。

Instagram

Facebook

地域おこし協力隊通信

　猪苗代第二小の５年生 28 人は５月 28 日、入江地
区にある佐藤智

とも

彰
あき

さんの田んぼで、田植えに挑戦しま
した。児童は、はだしで田んぼに入ると、ぬかるみに
足を取られて転んだり、足が抜けなくなって友達に助
けてもらったりするなど、悪戦苦闘しながらも楽しそ
うに取り組みました。また、作業後には「米の品種は
何種類あるか」や「どうやったら苗を上手に植えられ
るか」など、疑問に思ったことを質問していました。

悪戦苦闘しながら田植えに挑戦

丁寧に苗を植える二小の児童

　猪苗代高校の１年生 30 人は５月８日、町役場を訪れ、
本町の「農業」「防災」「観光」の３分野について理解を
深めました。これは、地域探究活動「猪苗代学」の一環
として行われたものです。当日は、各課の担当職員が、
各分野における行政の取り組みなどについて説明。観光
分野では、震災前後の観光客入込状況の変化や、誘客に
向けた取り組みなどが紹介され、生徒たちは担当職員の
話に熱心に耳を傾けていました。

猪苗代高校生が町の取り組みを学習

行政の役割や事業について学ぶ生徒たち

あの日から 15 年を歩んだこの地。今年、150 才になる福島県で行われる総合芸術イベント「September JAM」
JAM の「J」は、Journey。JAM の「A」は、Art。JAM の「M」は、Music。
美術、映画、広告、演劇、演芸、アニメーション、音楽、食文化、そして人。秋の猪苗代、その街なかに集い合うアートたち。

「風とロック芋煮会」と「オハラ☆ブレイク」が奏でる、無二のセッション。しあわせの風ふくしまで。

主催：September JAM 実行委員会（風とロック芋煮会、オハラ☆ブレイク、福島民報社）　共催：猪苗代町　共同実行委員長：箭内道彦、菅真良
使用画像：Miss Moonlight　Collection of Mori Art Museum　ⓒ Yoshitomo Nara　当該作品は「September JAM」各会場での展示はございません

公式ＨＰ

「和みいな」 が文部科学大臣表彰「和みいな」 が文部科学大臣表彰
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月　日 会　場 対　　象　　地　　区
６月 29 日（月） 中ノ沢体育館

田茂沢、木地小屋、大原、市沢、達沢、沼尻駅前、中ノ沢、高森、
蒲谷地、沼尻温泉、吾妻行政区外

６月 30 日（火） 旧吾妻小学校 白木城、小水沢、樋ノ口、小田、名家、酸川野

７月１日（水）
川桁体育館

幸野、新屋敷、曲渕、東舘、下舘、志津、荻窪、水沢、伯父ケ倉

７月２日（木） 川桁、白津、内野、明戸、道下、長瀬行政区外

７月３日（金）

カメリーナ
（サブアリーナ）

関脇、都沢、壺下、上戸、上戸駅前、湊志田、山潟、田子沼、金曲

７月４日（土）
渋谷、新在家、五十軒、釜井、東南真行、西真行、大在家、西久保、行津桜川、
翁島駅前

７月６日（月）
上新町、土田、蟹沢・長浜、戸ノ口・三本木・金子沢、磐根、砂川、島田、
川崎、夷田、中目、松橋、小平潟、松橋浜、千里行政区外、月輪行政区
外

７月７日（火） 西舘、牛沼、入江、相名目、蜂屋敷、扇田、千代田、打越、富永

７月８日（水） 不動、北高野、八千代、六角、百目貫、堤崎、上ノ上

７月９日（木） 四ツ谷、名古屋町、古城町、本町、新町イ、新町ロ

７月 12 日（日） 旭町、九軒町、半坂、中町、天鏡台温泉、仁蔵、翁島行政区外

７月 13 日（月） 神明町、新北町、新堀向、今泉、見祢、沼ノ倉、烏帽子

７月 14 日（火）
長坂、土町、祢次、川上、見祢山、葉山、スキー場、桜ヶ丘、千貫、三城潟、
廻谷地、猪苗代行政区外

総合健診
日程表

◆当日の混雑を避けるため、できる限り対象地区の日
程で受診してください。

◆各会場への車の出入りには、十分ご注意ください。

●問い合わせ先　保健福祉課　健康づくり係　☎（62）2115

〈 お願い 〉

健診・検診名 対象者と対象年齢 自己負担金
特定健康診査 ・40 ～ 74 歳の国民健康保険加入者

・社会保険等の被扶養者のうち、町での受診を希望する人 1,000 円

後期高齢者医療健診 ・75 歳以上で希望する人（後期高齢者医療保険加入者） 無料

若い人の基本健診 ・19 歳～ 39 歳の人 無料

胃バリウム検査 ・40 歳以上の人 1,000 円

胸部レントゲン検査
（肺がん・結核検診） ・40 歳以上の人 500 円

大腸がん検診 ・40 歳以上の人 200 円

前立腺がん検診 ・50 歳～ 79 歳の男性 400 円

肝炎ウイルス検査 ・本年度 40 歳になる人
・41 歳以上で、この検査を受けたことがない人 無料

　会場の混雑防止のため、総合健診当日に入場時間
を記載した整理券を配付します。
　受け取った整理券に記載された入場時間まで、車
や自宅、会場外などでお待ちいただくことになりま
すので、ご了承ください。

整理券の配付
受診日の持ち物

１．受診カード
２．特定健康診査受診券（受診する人のみ）
３．承諾書（若い人の基本健診を受診する人のみ）
４．提出する検体（尿・便）

胃内視鏡検査（施設検診）

　胃内視鏡検査（施設検診）を実施します。受診希
望者は、医療機関の窓口でお申し込みください。

（１）指定医療機関：矢吹医院、町立猪苗代病院
（２）実 施 期 間：５月１日（金）～９月 30 日（水）

　　　　　　　　　※日、祝日を除く
（３）対 象 者：50 歳以上の町民　

自分自身と大切な人のために、年に１度の
特定健診・検診を受けましょう。

※７月５日（日）、10 日（金）、11 日（土）はお休みです。

☆整理券配付時間
　午前７時 00 分～午前   9 時 30 分
☆入　場　時　間
　午前７時 30 分～午前 10 時 00 分
※受診希望者が多い場合、最終入場時刻を延長します。

令和８年度 総合健診
始まります

が

５．受診料金
６．スリッパ
※社会保険等の被扶養者のうち、町で特定健康診査
　受診希望者は、マイナ保険証をお持ちください。

※昨年度、町の胃内視鏡検査を受診していない人が
　対象です（受診できるのは２年に１回）。
※妊娠中の人、胃全摘出手術をした人、胃の病気で
　治療中の人（逆流性食道炎、ピロリ菌除去中の人
　を含む）は申し込めません。
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る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
猪
苗
代
町

で
も
昨
年
、
燃
や
せ
る
ご
み
の
実
態

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
生
ご
み

類
は
燃
や
せ
る
ご
み
全
体
の
28
％
を

占
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、

消
費
期
限
が
過
ぎ
た
未
使
用
の
肉
や

野
菜
、
賞
味
期
限
切
れ
の
レ
ト
ル
ト

食
品
な
ど
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

食
品
ロ
ス
は
「
も
っ
た
い
な
い
」

だ
け
で
な
く
、
ご
み
と
し
て
焼
却
す

る
こ
と
で
二
酸
化
炭
素
の
排
出
や
焼

却
灰
の
埋
め
立
て
に
つ
な
が
る
な
ど
、

環
境
へ
の
負
荷
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

食
品
ロ
ス
は
、
日
常
の
ち
ょ
っ
と

し
た
工
夫
で
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
次
の
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
意
識

し
て
、
食
品
ロ
ス
削
減
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

①
買
い
物

　

冷
蔵
庫
な
ど
の
在
庫
を
確
認
し
て

か
ら
買
い
物
に
行
き
、
買
い
す
ぎ
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

②
保
存

　

食
品
の
表
示
に
従
い
、
適
切
な
方

法
で
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

③
調
理

　

食
べ
き
れ
る
量
を
作
り
、
残
っ
た

食
材
も
工
夫
し
て
使
い
切
り
ま
し
ょ

う
。

④
期
限
の
確
認

　

賞
味
期
限
は
「
お
い
し
く
食
べ
ら

れ
る
期
限
」
で
す
。
多
少
期
限
を
過

ぎ
て
も
、
す
ぐ
に
捨
て
ず
、
状
態
を

確
認
し
て
か
ら
判
断
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課　

環
境
係

☎︵
62
︶２
１
１
４

食
生
活
改
善
推
進
員
養

成
講
座
受
講
者
を
募
集

し
ま
す

　

食
生
活
改
善
推
進
員︵
食
改
さ
ん
︶

は
、「
私
達
の
健
康
は
私
達
の
手
で

~
の
ば
そ
う
健
康
寿
命　

つ
な
ご
う

郷
土
の
食
~
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

食
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
町

が
開
催
す
る
研
修
会
に
参
加
し
修
了

す
る
と
、
次
年
度
か
ら
食
生
活
改
善

推
進
員
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す︵
主
に
平
日
の
活
動
に
な
り

ま
す
︶。

　

研
修
会
で
は
、
健
康
の
基
本
で
あ

る
「
食
」
を
中
心
に
講
義
や
調
理
実

習
な
ど
を
通
し
て
、
健
康
づ
く
り
に

つ
い
て
楽
し
く
学
び
ま
す
。

　

ま
ず
は
自
分
の
た
め
に
、
そ
し
て

家
族
や
地
域
み
ん
な
の
健
康
づ
く
り

の
た
め
に
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

▼
対
象
者　
町
内
在
住
の
人

▼
研
修
期
間

令
和
８
年
９
月
~
令
和
９
年
２
月

︵
研
修
会
は
計
６
回
開
催
予
定
︶

▼
研
修
内
容

※
同
一
世
帯
員
で
な
い
人
が
受
け
取

る
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

そ
の
場
合
も
同
様
に
①
と
②
が
必
要

で
す
。

※
委
任
状
は
、
任
意
様
式
で
も
構
い

ま
せ
ん
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
受
取
時
間

　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課　

商
工
観
光
係

☎︵
62
︶２
１
１
７

令
和
７
年
度
の
情
報
公

開
・
個
人
情
報
開
示
の
実

施
状
況
を
公
表
し
ま
す

▼
情
報
公
開
実
施
状
況

○
決
定
区
分　

公
開　

６
件　

・
町
長
が
契
約
者
と
な
る
傷
害
保
険

　

等
の
加
入
証
券

・
教
育
委
員
会
が
契
約
者
と
な
る
傷

　

害
保
険
等
の
加
入
証
券

・
一
般
ま
た
は
指
名
競
争
入
札
で
発

　

注
し
た
契
約
に
係
る
入
札
結
果
一

　

覧
・
長
瀬
村
有
林
施
業
要
領

・
長
瀬
地
区
財
産
区
私
用
収
益
地
の

　

経
過
等

・
小
中
学
校
健
診
結
果
統
計
資
料

○
決
定
区
分　

部
分
公
開　
３
件　

・
固
定
資
産
税
に
係
る
基
準
年
別
計

　

算
表︵
３
件
︶

▼
個
人
情
報
開
示
実
施
状
況

　

開
示
請
求
、
訂
正
請
求
、
利
用
停

止
請
求
と
も
に
受
理
件
数
は
０
件
で

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎︵
62
︶２
１
１
１

行
政
相
談
委
員
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

行
政
相
談
委
員
に
よ
る
行
政
相
談

会
を
毎
月
１
回
、
第
３
水
曜
日
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
相
談
委
員
が
、
行
政
に
関
す

る
苦
情
や
意
見
を
受
け
付
け
、
解
決

の
た
め
に
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

７
月
15
日︵
水
︶

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

▼
会
場

役
場
３
階　

第
３
委
員
会
室

▼
そ
の
他

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎︵
62
︶２
１
１
１

　

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
栄
養
や
食

の
基
礎
知
識
の
学
習
、
調
理
実
習

▼
受
講
料　
無
料

▼
申
込
方
法

　

７
月
21
日︵
火
︶ま
で
に
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
係

☎︵
62
︶２
１
１
５

﹁
猪
苗
代
町
民
応
援
デ
ジ

タ
ル
商
品
券
﹂
の
使
用

を
忘
れ
ず
に

　

猪
苗
代
町
民
応
援
デ
ジ
タ
ル
商
品

券
の
使
用
期
限
は
、
令
和
８
年
９
月

30
日︵
水
︶ま
で
で
す
。

　

使
用
期
限
が
過
ぎ
た
商
品
券
は
、

一
切
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
払
い
戻
し

も
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
ず
に
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
だ
商
品
券
を
受
け
取
っ
て
い
な

い
人
は
、
商
工
観
光
課
で
受
け
取
り

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
受
取
方
法

　

次
の
①
と
②
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

①
受
け
取
る
人
の
身
分
証
明
書︵
運

転
免
許
証
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

な
ど
︶

②
受
け
取
る
人
の
印
鑑

２
年
間
で
約
３
０
０
㌧

の
減
量
が
必
要
で
す

　

４
月
の
燃
や
せ
る
ご
み
の
排
出
量

は
３
４
４
・
35
㌧
と
な
り
、
前
年
同

月︵
３
６
２
.
06
㌧
︶と
比
べ
て
17
・

71
㌧
減
少
し
ま
し
た
。
し
か
し
目
標

で
は
、
令
和
８
年
度
か
ら
の
２
年
間

で
、
燃
や
せ
る
ご
み
を
約
３
０
０
㌧

減
量
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
目
標
を
達
成
で
き
な
い
場
合
、

今
後
の
ご
み
処
理
体
制
の
維
持
が
極

め
て
困
難
な
状
況
と
な
り
ま
す
。
持

続
可
能
な
地
域
を
守
る
た
め
、
皆
さ

ん
一
人
一
人
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が

不
可
欠
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
る
こ
の
成
果
を
無
駄
に
し
な
い
よ

う
、
こ
の
減
量
傾
向
を
１
年
間
継
続

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課　

環
境
係

☎︵
62
︶２
１
１
４

食
品
ロ
ス
を

減
ら
し
ま
し
ょ
う

　

食
品
ロ
ス
と
は
、「
ま
だ
食
べ
ら

れ
る
の
に
廃
棄
さ
れ
る
食
品
」
の
こ

と
で
す
。

　

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
生
ご
み
の
う

ち
、
約
40
％
が
食
品
ロ
ス
に
該
当
す

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

相　
談

人
権
擁
護
・
行
政
相
談

委
員
合
同
相
談
会

　

人
権
擁
護
委
員
と
行
政
相
談
委
員

に
よ
る
合
同
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
住
民
の

人
権
の
擁
護
と
人
権
思
想
の
普
及
・

高
揚
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
問
題
で
お
困
り
の
人
は
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

７
月
３
日︵
金
︶

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

▼
会
場

役
場
３
階　

第
４
委
員
会
室

▼
そ
の
他

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎︵
62
︶２
１
１
１

町
消
防
団

訓
練
成
果
報
告
会

　

町
消
防
団
は
、
町
民
の
安
心
・
安

全
を
守
る
た
め
、
災
害
に
備
え
日
々

訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
訓
練
成
果
を
披
露
す
る
た
め
、

訓
練
成
果
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
観
覧
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

健　
康

▼
日
時

６
月
28
日︵
日
︶

午
前
８
時
半
~

※
雨
天
決
行
。
警
報
等
が
発
令
し
た

場
合
は
、
中
止
し
ま
す
。

▼
会
場

水
防
セ
ン
タ
ー　

西
側
駐
車
場

▼
観
覧
の
ご
案
内

　

ど
な
た
で
も
自
由
に
観
覧
で
き
ま

す
。
観
覧
者
の
駐
車
場
は
、
水
防
セ

ン
タ
ー
南
側
駐
車
場
で
す
。
安
全
の

た
め
、
指
定
の
場
所
で
観
覧
し
て
く

だ
さ
い︵
案
内
図
参
照
︶。

　

ま
た
、
気
温
が
高
く
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
熱
中
症
対
策

を
万
全
に
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
案
内
図

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

防
災
情
報
係

☎︵
62
︶２
１
１
１

環　
境

商
品
券

情
報
公
開

消　
防



や
町
広
報
紙
な
ど
で
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
対
象
品

〇
町
内
で
生
産
さ
れ
た
農
林
水
産
物

〇
町
内
で
生
産
さ
れ
た
農
林
水
産
物

　

を
主
原
料
と
し
て
加
工
し
た
食
品

▼
申
請
者
の
要
件

〇
町
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
居
住

　

し
て
い
る
個
人

〇
町
内
に
事
業
所
を
有
す
る
法
人
ま

　

た
は
団
体

▼
認
定
の
有
効
期
間

〇
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
認
定　
３
年
間

〇
プ
レ
ミ
ア
ム
認
定　
　

１
年
間

▼
申
請
手
数
料　
無
料

▼
申
請
期
間　
随
時
受
付

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
農
業
活
性
化
協
議
会
事
務
局︵
農

林
課
内
︶

☎︵
62
︶２
１
１
６

ク
マ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

県
内
で
は
、
４
月
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
の
目
撃
件
数
が
１
０
０
件
を
超
え
、

過
去
最
多
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
４
月
に
は
人
身
被
害
も
２
件

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

山
林
や
農
地
な
ど
野
外
で
活
動
す

る
際
に
は
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
遭
遇

以
内︵
上
限
10
万
円
、
千
円
未
満
切

り
捨
て
︶

▼
申
請
締
切

令
和
９
年
１
月
29
日︵
金
︶ま
で

▼
事
業
完
了

令
和
９
年
２
月
28
日︵
日
︶ま
で

▼
活
用
事
例

　

商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
作
成
、

新
規
開
業
に
伴
う
商
品
製
造
機
器
の

購
入
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先

農
林
課　

農
業
振
興
係

☎︵
62
︶２
１
１
６

猪
苗
代
ブ
ラ
ン
ド
認
定
商

品
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

町
農
業
活
性
化
協
議
会
で
は
、
町

内
で
生
産
さ
れ
た
農
林
水
産
物
や
、

そ
れ
ら
を
主
原
料
と
し
た
加
工
食
品

を
、
猪
苗
代
ブ
ラ
ン
ド
「
い
い
な
！

い
な
わ
し
ろ
」
と
し
て
認
定
し
、
広

く
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

随
時
、
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
認
定
の
対

象
と
な
る
商
品
を
募
集
中
で
す
。
認

定
さ
れ
た
商
品
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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し
い
場
合
は
、
納
付
方
法
や
納
付
計

画
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
そ
の
ま
ま
放
置
せ
ず
、
お
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
が
な
い

ま
ま
放
置
さ
れ
た
場
合
は
、
法
律
に

基
づ
き
滞
納
処
分
を
執
行
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

▼
滞
納
処
分
は
法
律
に
基
づ
く
強
制

処
分
で
す

　

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
裁
判
所

を
通
す
こ
と
な
く
、
滞
納
者
の
財
産

を
調
査
・
差
し
押
さ
え
し
、
滞
納
し

て
い
る
税
金
に
充
当
で
き
る
「
自
力

執
行
権
」
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

納
付
す
る
能
力
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、遊
興
費
や
借
金
、住
宅
ロ
ー

ン
の
返
済
な
ど
を
優
先
し
、
納
税
し

て
い
な
い
場
合
な
ど
は
、
滞
納
処
分

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
滞
納
処
分
ま
で
の
流
れ

納
税
通
知
書
の
発
送

　
　
　

督
促
・
催
告

　

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
状
を
発

送
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
納
付
が
な
い

場
合
は
、
電
話
や
文
書
な
ど
に
よ
り

納
税
の
催
告
を
行
い
ま
す
。

財
産
調
査

　

勤
務
先
、
金
融
機
関
、
生
命
保
険

会
社
、
官
公
庁
、
取
引
先
な
ど
に
対

し
て
財
産
調
査
を
行
い
ま
す
。
調
査

を
行
う
に
あ
た
り
、
滞
納
者
本
人
の

承
諾
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

滞
納
処
分︵
財
産
差
し
押
さ
え
︶

　

催
告
に
応
じ
ず
、
納
付
や
相
談
が

な
い
場
合
は
、
財
産
の
差
し
押
さ
え

を
執
行
し
ま
す
。

※
地
方
税
法
第
３
３
１
条
等
に
よ
り
、

滞
納
者
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

換
価
処
分

　

差
し
押
さ
え
た
財
産
を
現
金
化
し
、

滞
納
し
て
い
る
税
金
に
充
当
し
ま
す
。

▼
町
税
の
納
付
は
口
座
振
替
・

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
が
便
利
で
す

〇
口
座
振
替

　

指
定
口
座
か
ら
振
替
日
に
自
動
で

引
き
落
と
さ
れ
る
た
め
、
納
め
忘
れ

防
止
に
便
利
で
す
。
振
替
日
前
日
ま

で
に
口
座
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、
預
貯

金
通
帳
と
届
出
印
を
持
参
の
上
、
指

定
の
金
融
機
関
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。　

〇
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
等
を

利
用
し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
も

可
能
で
す
。

　

納
付
書
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
「
ｅ

税
は
期
限
内
に
納
付
を

滞
納
放
置
に
は
厳
正
処
分

▼
税
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
大
切
な
財

源
で
す

　

税
は
、
私
た
ち
が
安
心
し
て
健
康

に
暮
ら
す
た
め
に
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
教
育
や
福
祉
な
ど

の
公
共
サ
ー
ビ
ス
、
道
路
や
公
共
施

設
の
整
備
な
ど
を
行
う
た
め
の
大
切

な
財
源
で
す
。

　

税
を
滞
納
す
る
こ
と
は
、
町
の
財

政
を
圧
迫
し
、
こ
れ
ら
の
公
共
サ
ー

ビ
ス
に
支
障
を
き
た
す
原
因
と
な
り

ま
す
。

▼
納
期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い

　

税
は
、
納
期
限
内
に
自
主
的
に
納

め
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
滞
納
は
、

期
限
内
に
納
付
し
て
い
る
多
く
の
町

民
の
皆
さ
ん
と
の
公
平
性
を
欠
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
町
で
は
、
滞
納
者
に
対

し
て
財
産
調
査
や
捜
索
を
行
い
、
預

貯
金
・
給
与
な
ど
の
差
し
押
さ
え
を

含
む
滞
納
処
分
を
厳
正
に
行
っ
て
い

ま
す
。

▼
納
付
が
困
難
な
場
合
は
早
め
に
相

談
を

　

病
気
や
失
業
、
事
業
の
経
営
不
振

な
ど
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、

納
期
限
内
の
納
付
や
一
括
納
付
が
難

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

税　
金

Ｌ—

Ｑ
Ｒ︵
二
次
元
コ
ー
ド
︶」や「
ｅ

Ｌ
番
号
」
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
自

宅
や
職
場
か
ら
24
時
間
い
つ
で
も
納

付
で
き
ま
す
。

※
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
で
は
、
領

収
書
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。
必
要
な

場
合
は
、
金
融
機
関
窓
口
ま
た
は
役

場
で
現
金
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課　

収
納
係

☎︵
62
︶２
１
１
３

農
産
物
６
次
化
推
進
事
業

補
助
金
の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
町
内
産
農
産
物
を
利
用

し
た
６
次
産
業
化
に
取
り
組
む
農
業

者
や
団
体
等
に
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

▼
補
助
内
容

　

６
次
化
産
品
の
開
発
、
既
存
商
品

の
販
路
拡
大
や
さ
ら
な
る
高
付
加
価

値
化
等
に
か
か
る
経
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

▼
対
象
者

〇
町
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
居
住

　

し
て
い
る
農
業
者
な
ど

〇
町
内
に
事
業
所
を
有
す
る
法
人
ま

　

た
は
団
体

▼
補
助
金
額

　

事
業
経
費︵
税
抜
︶の
３
分
の
２

し
な
い
よ
う
、
よ
り
一
層
の
注
意
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
遭
遇
し
な
い
た
め
の
心
構
え

・
山
野
に
入
る
際
は
、
単
独
行
動
を

　

避
け
ま
し
ょ
う
。

・
ク
マ
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
出
る

　

も
の
を
携
帯
し
、
自
分
の
存
在
を

　

知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

・
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
、
早
朝
や
夕
方

　

に
活
発
に
行
動
す
る
た
め
、
朝
夕

　

の
入
山
は
で
き
る
だ
け
避
け
ま

　

し
ょ
う
。

■
ク
マ
に
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら

・
遠
く
に
ク
マ
を
発
見
し
た
場
合
は
、

　

慌
て
ず
静
か
に
そ
の
場
を
離
れ
ま

　

し
ょ
う
。

・
ク
マ
か
ら
目
を
離
さ
ず
、
落
ち
着

　

い
て
ゆ
っ
く
り
後
ず
さ
り
し
な
が

　

ら
距
離
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

・
大
声
を
出
し
た
り
、
急
に
走
っ
て

　

逃
げ
た
り
す
る
と
、
ク
マ
を
興
奮

　

さ
せ
る
危
険
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

避
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

農
林
課　

農
林
整
備
係

☎︵
62
︶２
１
１
６

野
生
動
物
と
の
交
通
事

故
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

町
内
で
も
、
走
行
中
の
車
両
等
と

野
生
動
物
と
の
交
通
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
特
に
、
夜
間
や
早
朝
の

時
間
帯
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
の

で
、
次
の
点
に
注
意
し
、
走
行
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
町
内
の
野
生
動
物
の
出
没

状
況
を
、「
獣
マ
ッ
プ
」
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
走
行
の
際
の
注
意
点

・
ス
ピ
ー
ド
を
控
え
、
ハ
イ
ビ
ー
ム

　

走
行
を
徹
底
す
る
。

・
野
生
動
物
が
頻
繁
に
出
没
す
る
場

　

所
で
は
徐
行
し
、
突
然
の
飛
び
出

　

し
に
備
え
る
。

・
万
が
一
、
接
触
事
故
が
発
生
し
、

　

け
が
人
が
い
る
場
合
は
、
警
察
や

　

消
防
へ
連
絡
す
る
。

▼
獣
マ
ッ
プ
ア
ク
セ
ス
方
法

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
獣
マ
ッ
プ

▼
問
い
合
わ
せ
先

農
林
課　

農
林
整
備
係

☎︵
62
︶２
１
１
６

◀ ◀

◀◀

募　
集

補
助
金

有
害
鳥
獣

出典：国土地理院
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県政相談のお知らせ

　県では、県政に関する相談や要望、
県民生活に関することについて、面
接や電話、メールで相談を受け付け
ています。相談は無料で、秘密は厳
守します。
●相談場所
①県庁県政相談コーナー
　福島市杉妻町 2 番 16 号
　県庁本庁舎２階　　
　☎ 0120（899）721　または
　☎ 024（521）7017
②会津地方振興局県政相談コーナー
　会津若松市追手町７番５号
　☎ 0120（899）724
●相談時間　月～金曜日（祝日、年
末年始を除く）、午前９時～正午、
午後１時～午後４時
●メールによる相談
E - m a i l : k e n s e i s o u d a n @ p r e f .
fukushima.lg.jp
問県総務部　県民広聴室　
☎ 024（521）7013

交通事故相談のお知らせ

　県では、交通事故による損害賠償
請求や示談の仕方などについて、面
接や電話で相談を受け付けています。
相談は無料で、秘密は厳守します。
●相談場所
　県庁県政相談コーナー
　福島市杉妻町 2 番 16 号
　県庁本庁舎２階　　

　☎ 024（521）4281
●相談時間　月～金曜日（祝日、年
末年始を除く）、午前９時～正午、
午後１時～午後４時
●出張相談　交通事故相談員が各合
同庁舎で相談を受け付けます。相談
を希望する人は、事前に県庁県政相
談コーナーに予約をしてください。
問県総務部　県民広聴室　
☎ 024（521）7013

水生生物調査に必要な
教材を無償提供します

　県環境創造センターでは、身近な
河川等での水生生物による水質調査
を通じて、水環境に親しんでもらう
ため、毎年せせらぎスクール推進事
業を実施しています。
　参加申し込みいただいた団体等に
対し、水生生物調査に必要な資材を
無償で提供しています。
　詳細は、県環境創造
センターホームページ
をご覧ください。
問県環境創造センター　企画課
☎ 0247（61）6128

　後期高齢者の歯科口腔
　健康診査を実施します

　福島県後期高齢者医療広域連合で

　６月１日（月）から11月30日（月）
まで
●健診内容
　①問診②口腔内診査③口腔機能内
検査
●受診方法
　広域連合が送付する、実施医療機
関一覧に掲載している歯科医院に直
接予約し、受診してください。
●当日の持ち物
　受診券、マイナンバーカード（資
格確認書）
問歯科口腔健診コールセンター　
☎ 0120（949）318
※受付時間は、平日の午前８時 30
分から午後４時 30 分です。

は、歯科口腔健康診査を実施します。
歯や口腔の機能が低下すると、今ま
でどおりの食事や会話が出来なくな
るなど、健康に大きな影響を与えま
す。健診費用は無料ですので、ぜひ
この機会に受診してください。
　対象者には、案内状兼受診券等を
5 月下旬に送付しています。
●対象者 75 歳（昭和 25 年４月１
日から昭和 26 年３月 31 日までに
生まれた人）、80 歳（昭和 20 年４
月１日から昭和 21 年３月 31 日ま
でに生まれた人）
※長期入院者や施設入所者は、対象
外です。
●健診期間

お知らせ

   今月の納期
（納期限６月 30 日）

●町県民税   第１期分

●上下水道使用料  6 月分

●下水道受益者負担金
　 第１期分

2026 年５月 1 日現在の現住人口
　   人　口　　　11,876 人
　　世帯数　　　  4,609 戸
　　出生　  5 人　  転入　66 人
　　死亡　17 人  　転出   49 人

歯科健診

相　　談
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暮らしの情報広場

６月 10 日～７月末の窓口業務延長日は、
６月 23 日と７月７日、21 日です。

町では、町民の皆さんの利便性向上を図るため、毎月
第２、第４週の火曜日、午後７時まで住民票・税証明
発行などの窓口業務の時間を延長しています。
問総務課　行政管理係　☎（62）2111

町の人口
（福島県現住人口調査より）

お悔やみ申し上げます
（４月 15 日～５月 14 日受付分※敬称略）

氏　　名 年齢 世帯主 行政区

堀　　弘幸 74 弘幸 葉山

関　　　實 84 實 田茂沢

小林ヒロ子 91 裕二 古城町

渡部　　幸 92 幸 島田

田中　敏子 88 敏子 桜ケ丘

佐藤　　光 103 孝 樋ノ口

遠藤　ヒデ 100 ヒデ 市沢

長谷川利彦 84 利彦 四ツ谷

長島カネ子 90 弘一 中ノ沢

髙橋　正男 84 正男 旭町

涌井ミヨ子 89 ミヨ子 名古屋町

吉田　清作 90 公昭 百目貫

奥田　綾子 97 綾子 川桁

※広報に氏名の掲載を希望されない
場合は、死亡届の手続きの際に窓口
に申し出ください。

猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故
発生状況（令和８年４月末現在）

１　犯罪発生状況

２　交通事故状況

年別
町村別 令和 8 年 令和 7 年 増　減

猪 苗 代 町 19 12 7
磐 　 梯 　 町 9 3 6

裏 　 磐 　 梯 1 0 1

　　　計 29 15 14

町村別
罪種別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
8 年 7 年 8 年 7 年 8 年 7 年

窃盗犯計 9 9 7 1 1
空 き 巣、 忍 び
込みなど 1 1
万 引 き、 車 上
狙いなど 8 8 7 1 1

自動車盗など

詐欺など 6 1 2

暴行・傷害など 1 1 2

器物損壊

その他 3 1

合　計 19 12 9 3 1 0

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
本年 前年 本年 前年 本年 前年

人身事故発生件数 11 12 2 3 1 0
増　　減 -1 -1 1
死者数 2 1 0 1 0 0

増　　減 1 -1 0
傷者数 21 14 2 7 1 0

増　　減 7 -5 1
物件事故 200 278 41 51 19 41
増　　減 -78 -10 -22

夜、こどもの体調が急変してしまったら
こども救急電話相談

毎日午後７時～翌朝８時受付
「＃８０００」

福島県
（短縮ダイヤル）

病院に行くか、救急車を呼ぶか迷ったら

（短縮ダイヤル）
救急電話相談

毎日 24 時間受付
「＃７１１９」

福島県

医療情報ネット
全国どこからでも、どんなときも、か
かりたい医療機関・薬局がみつかりま
す！
休日当番医・休日夜
間急患センターなど
休日夜間対応医療機
関も検索可能。

【福島県 TOP】

◎「空き巣、忍び込みなど」には、事務所荒らし、出
店荒らしなどの侵入窃盗を含みます。「万引き、車上
ねらいなど」には、置き引き、自動販売機ねらいなど
の非侵入窃盗を含みます。「自動車盗など」には、自
転車盗、オートバイ盗などの乗り物窃盗を含みます。
◎被害を防ぐための第一歩「POLICE アプリ
ふくしま」に登録しましょう。アプリはＱＲ
コードからダウンロードできます。　　
問猪苗代警察署　☎（63）0110

◎管内では、出会い頭の事故が多発しています。交差
　点では、確実に一時停止や安全確認をしましょう。
◎急発進・急ハンドル・急ブレーキはやめましょう。

　７月15日は、猪苗代湖がラムサー
ル条約湿地に登録された日です。
　ラムサール条約や猪苗代湖のこと
について、もう一度学び、考えてみ
ませんか？ぜひご参加ください。
●日時 ７月 15 日（水）午前 10 時
30 分～午前 11 時 30 分
●会場　役場３階　正庁

問町企画財務課　企画調整係　☎（62）2112

猪苗代湖猪苗代湖
ラムサール条約湿地ラムサール条約湿地

登録記念講演会登録記念講演会
～猪苗代湖の保全と賢明な利用～～猪苗代湖の保全と賢明な利用～

2023 年から、ＮＰＯ法人輝く猪苗代湖
をつくる県民会議事務局として安達太良
川流域とともに猪苗代湖の水質調査研究
を行い、水質汚濁防止啓発に向けた水環
境保全ＳＤＧｓ学習のプログラム開発と
教材作成を進めている。

講師    佐々木　清  氏
（県環境アドバイザー）

ノベルティプレゼント

事前申込不要

参加無料
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■一口メモ■
　サバ缶は骨を強くするカルシウムやビタミン D が手軽に摂れる食品です。長期保存ができ、開けてすぐ食
べられるため、備蓄にも向いています。

食生活改善推進員コーナー ～生活習慣病予防メニュー～　　　№ 348

【材料】４人分
・サバ水煮缶 320㌘（2 缶）　・キャベツ　８0㌘　・しめじ　30
㌘（1/4 パック）　・青ねぎ　４本　・バター　20㌘　

・Ａ｛・砂糖　小さじ 2　・酒　小さじ 2　・減塩しょうゆ　小
さじ 2　・みそ　小さじ 2｝

【作り方】
①キャベツは一口大に手でちぎり、しめじは小房にほぐす。青ね
　ぎは細かく切る。
②Ａを混ぜ合わせる。
③アルミホイルにサバ缶、①の野菜をのせ、Ａをかけ、バターを
　のせて包む。同様にあと 3 つ作る。
④③をフライパンに並べ、蓋をして中火で５～ 6 分蒸し焼きに
　する。野菜が柔らかくなったら、アルミホイルごとお皿に盛っ
　て出来上がり。

【１人当たりの栄養量】
エネルギー 264㌔㌍、塩分 0.9㌘

サバ缶
ちゃんちゃん焼き

（骨粗しょう症予防メニュー）

Our  Museum
みんなの美術館

６月は猪苗代第ニ小学校のお友達の作品です

宇川　結
ゆ

唯
い

さん

「ままとこうえん」

天気がいい日にママと公園で
遊んでいるところです。ブラ
ンコ、滑り台、自分の家、ハー
ト、チューリップ、桜の木な
ど、私の好きなものを描きま
した。地面には桜の花びらが
敷き詰められています。

野﨑　あかりさん

「夕焼けの空と海」

日没時、水平線に沈む太陽の
光で赤く染まる空と海を描き
ました。空は、赤・オレンジ・
黄色のグラデーションで夕焼
けを表現し、海は水色と青色
で塗り、筆のタッチで波の様
子を表しました。 猪苗代第二小学校　６年

猪苗代第二小学校　１年


